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　コンピュータの補助記憶装置として磁気テープ（MT）

の利用が盛んである．本報では既設の医用データ解析装

置でディジタル化されたデータを外部で収集記憶するた

め，カセットMT装置の接続を最初に試みたので，そ

の設計条件と装置の応用について報告する．

　〔設計条件〕　シンチカメラやシンチスキャナーでえら

れる患者のRIイメージは検査ごとに記録しファイルす

ることが重要である．そこで，一患者一カセット方式を

採用することにより，ファイリングを簡便にし検索の能

率を高めた．また，RIによる動態機能検査をより正確に

かつ定量的に行なうには，時間的に変化するRI分布を

イメe－一・ジとして一旦記憶し，再生時に処理する方が関心

領域の形や数も任意に設定できるなど有利な面が多い．

高速度の動態機能検査にはオープンリールMTのよう

な高速転送が可能なものか連続イメi－一・・ジ記録ができる

VTRの利用が望まれる．しかし中速度の動態検査には

カセットMTの使用が最も好都合であった．

　このデジタル・カセットMTは転送速度12　in／sec，

800BPIでテープ長が約300　ft．であるため，一カセッ

トには一フレームが64×64点（各データ3桁）からなる

デ・一・・タでは28フレーム収録可能であった．なお，記録方

式は可変語長で医用データ解析装置からの操作で2～6

桁を適宜選択できた．また，各フレーム毎に4桁のタグ

ワードを付け，その下2桁の数字でブロックサーチでき

る機能およびデータの誤消去を防ぐために，ハード的に

ファイルプロテクトの機能が組込まれている．

　〔応用〕一患者一カセット方式で記録された一連のイ

メージから直ちに必要なイメージを抽出したり，いくつ

かのイメージを重ねて表示できた．なお，一フレームの

再生に約6secかかるが，紙テープに比べ約1／40の短

縮である．20～30フレームのデータも約3分で再生で

き，これらのデータを解析し約15分で4領域のタイムヒ

ストグラムが求まった．
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　〔目的〕　ガンマ・カメラからのデー一タを電算機によっ

て処理し，診断精度を向上させようとする試みが各種行

なわれている．現実には高い分解能をもつカメラから電

算機でデータとして扱うまでの間に，カメラから波高分

析器まで及び波高分析器から電算機へのデジタル量化ま

での各段階において数え落しが発生する．これらの数え

落しを補正することは収集イメージの非直線性及び不均

一性を補正する以前の前処理として重要である．また，

動的像収集においてはこの数え落しのほかに収集データ

の転送（デジタル量化）の段階で時間的制限が加味され

る．これら電算機によるオン・ライン・データ収集の限

界等について定量的研究を行なった．

　〔方法および結果〕　静的像についてカメラから波高分

析器，波高分析器からオン・ラインで電算機への収集各

段階において，毎秒当りの総カウント数を段階的に変化

させて検討した結果，500～2000cpsではいずれも95％

程度の収集率であったが，以下カウントをあげるにした

がって指数関数的に収集率が低下し，40，000cpsではほ

ぼ50％となった．これらについては統計的に一定の率で

画像全体一様に数え落しが生じるものと考えられ，デー

タ収集の後，前述指数関数によって補正が可能である．

一方，動的像収集においては，A－D変換器の変換速度，

コァ・メモリ速度および補助記憶装置への転送速度など

により，1画像を形成するために要する時間および転送

後次の画像を収集するまでの死時間が決定される．われ

われの電算機システムでは32×32の像では100msec，64

×64の像では約800msecが像形成に要する最小時間で

あった．

　〔結論〕　ガンマ・カメラからのオン・ラインによる電

算機へのデータ収集率の検討はあまり行なわれていない

が，像としてできるだけカメラがとらえた状態に復元す

る必要性から検討を行なった．また，これらについてソ

フトウェア上の改良も試みたので報告する．
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